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むすびにかえて――貿易自由化への示唆――

は じ め に

近年，各国の産業構造は一国内で完結するこ

となく，貿易を通じた近隣諸国・地域との取引

により，世界規模への広がりを見せている。こ

のような経済の地域間相互依存の進展は，国際

的な産業間リンケージの深化とも解釈できる。

こうした産業の国際的相互依存関係の広がりと

ともに，国際間相互取引のより円滑な進展を図

るため，地域間の経済協力，特に貿易・投資の

自由化に関する論議は各国の開発戦略の思惑と

も絡み一層重要性を増してきた。しかし，APEC

の早期自主的分野別自由化（Early Voluntary Sec-

toral Liberalization: EVSL）（注１）や貿易自由化促

進の象徴的な枠組みであったWTOの１９９９年シ

アトル会議に見るように，多国間交渉は参加各

国の利害調整の困難さもあって容易ではない。

最近の貿易自由化交渉は，２００２年に発効したシ

ンガポール・日本自由貿易協定のように，アセ

アン自由貿易地域（AFTA）や APECの多国間

交渉を一方でにらみながらも，２国間の自由貿

易協定（FTA）を優先しながら進む傾向にある

といえよう。

これまでのアジア諸国に関する産業構造の国

際的なリンケージについての研究では，アジア

太平洋地域を対象にしたアジア国際産業連関表

（以下，アジア表）がアジア経済研究所により３０

年余りにわたって作成蓄積され，それらを用い

て多くの数量的分析（産業連関分析）がなされ

ている（アジア表は，１９７５年表以降，８５年，９０年，

９５年表が順次作成され，現在は２０００年表を作成中

である。蓄積されたアジア表を用いた分析につい

ては，例えば，AIOシリーズがその一端である（注２））。

特にアジア表を使った経済のグローバル化に関

連する最近の研究としては，玉村・桑森（２００１），

玉村・佐野（２００１），中村・戸塚・内田（２００１）

があげられる。これらの論文はアジア表の特性

を生かして，各国の産業を需要構造（生産誘発

構造）と原材料・中間財投入構造の両面から捉

え，１９８５年から９５年の国際産業間リンケージの

変化を分析している。また Tamamura（２００２）

は競争力指数を併せ用いることで，アジア各国

各産業の競争力を比較分析し，各国の生産構造

はグローバル化（国際産業リンケージの多様化）

が進んでいるものの，ASEAN諸国については

同じ産業で互いに競争しており，より効率的な

国際分業を図ることが肝要であるとしている。
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一方，これまでのアジア域内での貿易自由化

についての研究では，岡本次郎（２００１）や山澤

（２００１）が APECについての政治的，経済的側

面からの分析を行っており，その中で貿易自由

化に関する議論も包括的にまとめられている。

また中国のWTO加盟やその影響については，

最近では岡本信広（２００２），海老名・伊藤・馬

（２０００），山澤・今井（２００１）などが分析を行っ

ており，多くの先行研究がある。このように貿

易自由化に関しては多くの先行研究が見られる

中で，産業連関表を用いた数量的な貿易自由化

の議論はこれまで行われてこなかった。産業連

関表は中間財の国際間取引を記載した他に類を

見ない詳細な産業貿易情報である。この産業貿

易情報から現状の産業構造を把握し，その結果

から将来に対するインプリケーションを考える

ことは今後の貿易自由化の議論において有益で

あるだろう。そこで本稿では，アジア表を利用

して，アジア諸国の生産構造と需要構造を把握

し，その結果から，今後貿易自由化議論が活発

化する中でアジア諸国が進むべき方向を考えて

みたい。ここで注意すべきは貿易自由化議論の

対象である。FTAに代表される貿易自由化の

議論は，ヒト，モノ，カネの自由な移動へ向け

た制度的変更の側面を持ち，対象は広範囲にわ

たる。しかし，国際産業連関表が対象とするの

は財の地理的相互依存関係のみに限定される。

本稿ではアジア表を用いての分析に主眼を置い

ていることから，財の取引側面に限った貿易自

由化について考察する。

本稿の構成は以下の通りである。第Ⅰ節では，

データとして用いるアジア国際産業連関表につ

いて若干の説明を行い，本稿で使用する分析モ

デルを導出する。第Ⅱ節では，モデルによって

計算された結果について検討を行い，アジア地

域の産業リンケージと生産・需要構造を明らか

にする。最後に，得られた実証結果から今後の

アジア地域における貿易自由化の問題について

考えてみたい。

Ⅰ データと分析モデル

１． データ

使用されるデータはアジア表の１９８５年表［In-

stitute of Developing Economies 1992］と９５年表

［Institute of Developing Economies 2001］である。

最新の分析対象年を１９９５年としたのは，これ以

降の表がまだ発表されていないためである（注３）。

アジア表の形式は，国と産業の取引が独立し

て示されている輸入非競争型で，一般にアイザ

ード型と称される形式をとっている。この表で

は，ある国の産業の投入構造が，国内投入財，

輸入投入財と分けて記載されており，さらに輸

入投入財は輸入としてひとつに括られるのでは

なく，原産地国別に詳しく記載されている（注４）。

対象国・地域は，インドネシア，マレーシア，

フィリピン，シンガポール，タイ，中国，台湾，

韓国，日本，アメリカの計１０の国と地域である。

表中で内生データがとれるのは対象国のみとな

り，香港，ヨーロッパおよびその他世界との取

引は外生化されている。基本部門分類は７８部門

分類であるが，ここでは一国の産業をマクロ的

に捉えるため，部門の統合を行い，全１８部門と

した。部門の統合は，�１一次産品生産国を考慮

する，�２軽工業と基礎産業は大まかな部門とす

る，�３製造業は一般機械，電気・電子，輸送，

精密の４産業を基本とする，という基準に従っ

て行った。本稿ではさらに，アジア地域で過剰
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生産であると考えられる部門や自由化で議論の

対象になっている部門などを考慮し，繊維，化

学，一般機械，電気・電子機械，輸送機械（注５）

を主要分析対象とした（注６）（表１参照）。

２． 生産構造の分析モデル：仮説的抽出法

まずはじめに生産構造を分析する。産業構造

分析では各国の産業が経済活動においてどのよ

うな生産構造を持つのか，またそれは各国とど

のような連関を持つのかを明らかにする。

産業連関モデルでは，生産構造は，列側の投

入構造によって表わされている。これは各産業

がどの中間財をどのような組み合わせで，どれ

くらい使用するかを表わしており，生産活動に

おける構造を表わしている。分析には，投入係

数をそのまま利用する方法［Chenery and Watan-

abe１９５８］とレオンチェフ逆行列を利用する方

法［Rasmussen１９５６］がよく用いられる。前者

は直接に必要とする投入量から生産構造を考察

し，後者は直接・間接に必要となる投入量から

生産構造を考えるものである。レオンチェフ逆

行列を利用する方法は，産業の生産活動におい

て，直接のみならず間接的にも必要な投入構造

が把握できるという意味で，投入係数を利用す

る方法に比べて効果的であると考えられる。そ

の後，生産構造の分析に仮説的抽出法（Hypo-

thetical Extraction Method）を用いる方法が開

発された。このアイデアは Strassert（注７）によ

って提唱され，その後 Schultz（１９７６）によっ

て実証分析にはじめて応用された。Meller and

Marfán（１９８１）は，仮説的抽出法を雇用の観点

から利用し，Dietzenbacher, van der Linden and

Steenge（１９９３），Dietzenbacher and van der

Linden（１９９７）が EU表を用いて，国際産業連

関分析に応用している。理論面では Cella（１９８４），

Clements（１９９０）によってより詳細に考察され

た。また各種の仮説的抽出モデルを検討したも

のとして，Miller and Lahr（２００１）がある。

仮説的抽出法の基本的な考え方は�仮説的に�

（hypothetically）ある産業部門あるいは国を

�抽出する�（extract）というものである。つま

り，抽出された部門（または国）を除いた残り

の部門（国）での産業連関モデルと抽出する前

の産業連関モデルを比較することにより，経済

システムにおける抽出部門（国）の働きを浮き

彫りにする方法である。

本稿では仮説的抽出モデルの考え方を利用し

て，レオンチェフ逆行列を分解し，これを用い

て生産構造を分析する。なおここでは，仮説的

に各国の産業活動において輸出入がないケース，

表１ 本稿で採用する１８部門とアジア国際産業
連関表部門対応コード表

１８部門コード ７８部門コード

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８

農林水産業
原油・天然ガス
その他鉱業
食品加工
繊維
その他軽工業
化学
窯業・土石
金属
一般機械
電気・電子機械
輸送機械
精密機械
その他製造業
電力・ガス・水道
建設
商業・運輸
サービス業

００１－０１１
０１２
０１３－０１６
０１７－０２２B
０２３－０２８
０２９－０３２
０３３A－０３８
０３９－０４１
０４２－０４４
０４５A－０４５C
０４５D－０４６B
０４７A－０４８C
０４９
０５０A，０５０B
０５１
０５２A，０５２B
０５３A，０５３B
０５４A－０５６

（出所） 筆者作成。
（注）７８部門コードはアジア国際産業連関表のコー

ドである。
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つまり貿易が存在しないケースを考えることで，

貿易が産業構造に与える影響を考察する。これ

により生産構造における地域間交易の重要性が

考慮された構造をあぶり出すことができる。

分析モデルを導出するにあたって，R国と S

国の２国モデルを採用する。投入係数を用いて

恒等式を表わせば，

［X R

X S］＝［ARR

ASR

ARS

ASS］［X R

X S］＋［F R

F S］
となる。ここで，A は投入係数，X は総産出，

F は最終需要を表わし，上添字は国を表わし

ている。これを総産出について解き，レオンチ

ェフ逆行列をB～と表わすと，

［X R

X S］＝［I－ARR

－ASR

－ARS

I－ASS］
－１

［F R

F S］
＝［B～RR

B～SR

B～RS

B～SS］［F R

F S］ �１

という基本の産業連関モデルが得られる。モデ

ルから直接・間接の投入を示す生産構造はまさ

にレオンチェフ逆行列によって表わされている

ことがわかる。一方，R国と S国においてまっ

たく貿易がないケース，すなわち交易を仮説的

に取り除くと上記の恒等式は，

［X R

X S］＝［ARR

０
０
ASS］［X R

X S］＋［F R

F S］
となり，同じく総産出で解けば，

［X R

X S］＝［（I－ARR）－１

０
０

（I－ASS）－１］［F R

F S］�２
が得られる。これが仮説的抽出モデルである（注８）。

ここで，B R＝（I－ARR）－１，B S＝（I－ASS）－１と

して，

［X R

X S］＝［B～RR

B～SR

B～RS

B～SS］［F R

F S］＋［B R

０
０
B S］［F R

F S］
－［B R

０
０
B S］［F R

F S］

という関係式から以下を得る。

［X R

X S］＝［B R＋（B～RR－B R）
B～SR

B～RS

B S＋（B～SS－B S）］
�［F R

F S］ �３

ここで，（B～RR－B R）と（B～SS－B S）について考え

てみよう。これは貿易があるケースとないケー

スにおけるレオンチェフ逆行列の差異である。

レオンチェフ逆行列を分割行列の規則を用いれ

ば，

［B～RR

B～SR

B～RS

B～SS］＝［ H
B SASRH

HARSB R

B S（I＋ASRHARSB S）］
となる。ここで，H＝（I－ARR－ARSB SASR）－１で

ある。対角において貿易がないケースのレオン

チェフ逆行列を引けば，

［B～RR－B R

B～SR

B～RS

B～SS－B S］＝［H－B R

B SASRH
HARSB R

B SASRHARSB S］
となる。まず第１行第１列は，

B～RR－B R＝H－B R

＝（I－ARR－ARSB SASR）－１－（I－ARR）－１

であり，この逆行列の差異は，ARSB SASRを含

んでいるかどうかである。これは式の定義から

も明らかなように，R国の S国への直接的波及

が S国内の生産を増加させ，それがまた R国

へ直接的に波及する大きさを表わしており，R

国の他国との貿易効果による直接・間接の波及

効果である。これをR国のフィードバック

の大きさとする［Miller and Blair １９８５］。ま

た，第２行２列目のS国の差異B SASRHARSB S

も，S国の生産が R国に波及し，回り回って S

国の生産波及にもどることを表しており，これ

はすなわち S国におけるフィードバック分を

表わしている。

したがって，�３式における生産構造は以下の
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ように分解される。

B R：R国内の純粋な直接・間接の投入量。

B～RR－B R：R国内のその他地域とのフィード

バックの大きさ。

B～SR：R国の S国からの直接・間接の投入量。

以上のように，生産構造を３要因に分解して

考察する。なお，アジア表では国が１０カ国ある

ので，S国は９つの国に分解されることとなる。

３． 需要構造の分析モデル：外生化の手法

次に需要構造を考える。各国産業の生産がど

の国の需要によって誘発されているのか，それ

を明らかにすることによって，財の販売先を把

握することを目的とする。

国際産業連関分析における生産誘発構造の分

析は，一般的にどの国の�最終�需要によって

生産が誘発されるかといった，最終需要から見

る方法が主流である［山澤・野原１９８５；Institute

of Developing Economies１９９２；２００１など］。しか

し，ある国ある産業の生産は最終需要によって

のみ誘発されるのではなく，他国の中間需要に

よっても誘発される。すなわちある国の生産は，

自国の最終需要のみではなく他国への中間財・

最終財輸出によっても誘発されると考えられる。

そこで，本節では内生化されている国を外生化

し，中間需要による誘発も考慮した需要構造分

析を行う。このアイデアは地域経済の IOモデ

ル等で利用されてきたが［Miller and Blair１９８５］，

国際産業連関においても実証分析に利用されて

いる［佐野２０００；Tamamura２００２］。

産業連関モデルでは，最終需要が外生化され

ており，それを外生値としてモデルに与えるこ

とによって，誘発される生産額が求められる。

国際産業連関モデルでも各国の最終需要が外生

値として与えられている。そこでは，各国の生

産額は内生化されており，モデルの中にある。

国の外生化とは，そのモデルの中にある国の生

産額をモデルの外から与えるようにすることで

ある。これによりその国の生産額が外生的に与

えられたときの生産誘発額が求められるのであ

る。

ここでも R国と S国の２国モデルを考える（注９）。

［X R

X S］＝［ARR

ASR

ARS

ASS］［X R

X S］＋［F R

F S＋
F RS

F SS］
となり，連立方程式で表わすと，

X R＝ARRX R＋ARSX S＋F RR＋F RS �４

X S＝ASRX R＋ASSX S＋F SR＋F SS �５

となる。ここで S国の生産額は外生的に決ま

るとすると，�５式は X Rのみが未知数となり，

一義的に解が決定する。したがって�４式のみが

モデルとして存在し，それは，

X R＝（I－ARR）－１（ARSX S＋F RR＋F RS） �６

と解ける。これが S国の生産額を外生化した

時のモデルである。�６式は，

X R＝（I－ARR）－１（ARSX S＋F RS）＋（I－ARR）－１F RR

となり，生産額は以下の２つの需要要因によっ

て誘発されている。

（I－ARR）－１（ARSX S＋F RS）：S国への中間・最

終財輸出需要による R国の生産誘発。

（I－ARR）－１F RR：R国内の最終需要による生

産誘発。

なお，アジア国際産業連関分析では，内生国

が１０カ国になるため，R国から S国への輸出が

９つの国に分れることになる。

Ⅱ 実証分析

本節では，１９８５年と９５年のアジア表を用いて，

ASEAN，北東アジア地域，日本，米国の生産
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構造および需要構造について，貿易を自由化す

るにあたって主な議論の対象となると考えられ

る５産業（繊維，化学，一般機械，電気・電子機

械，輸送機械）の分析を行う。全体の計算結果

については，末尾に付表として添付した。付表

の上段には各産業の生産構造表を，下段には需

要構造表を示している。生産構造表の表頭は生

産国を示しており，表の左側の欄は中間財の供

給国とフィードバックを示している。ある国が

１単位の生産を行うのに必要とする中間財の総

量は逆行列の列計となる（注１０）。生産構造表では，

各国の供給が逆行列の列計に占める割合と，フ

ィードバックが逆行列の列計に占める割合を示

しており，表の列計は１００％になる。表からは

各国の産業がある財を生産するために，どの国

からの調達に依存しているのか，また自国の調

達行動が他国へ波及し，結局は自国からの調達

を増加させるというフィードバック効果の，総

供給量に占める割合が分る。需要構造表につい

ては，表頭が生産国を表わし，表の左側の欄が

生産誘発国を表わしている。ここでは，総生産

量のうちどの国の需要によって生産が誘発され

たかを，総生産量に対する各国のシェアで示し

ている。表の列計は生産構造表と同じく１００％

になる（注１１）。

本節ではまず生産構造，特に中間財の調達と

いう観点とフィードバックに焦点をあてて分析

し，続いて需要構造，特に各国別の需要誘発と

いう観点から分析を進める。そして最後に，本

節を通してのファインディングスを整理する。

１． 生産構造と貿易

まず，はじめに生産構造と貿易の関連につい

て整理しておく。本分析では，生産構造を国内

の純粋な直接・間接の投入量，当該国からその

他地域のフィードバックによる投入量，他地域

からの直接・間接の投入量に分けた。

フィードバックとは，当該観察国の最終需要

が１単位発生した場合，その当該国で，ある財

の生産を行うために，他地域からの輸入投入財

が必要となり，他地域はその輸入投入財を生産

するにあたって，当該観察国の投入財を必要と

するような動きのことを示す。このフィードバ

ックされた直接・間接の国内中間財投入量は，

まさに生産と貿易のリンクを示しており，国際

間のリンケージが強まるとフィードバックは大

きくなると考えられる。従って，フィードバッ

クからは貿易が生産に及ぼすメリットを観察す

ることが可能となる。また，生産に必要な国内

からの直接・間接の中間財投入量および他地域

からの必要な直接・間接の中間財投入量は，国

内自給と海外依存の関係を表わしている。海外

への依存は中間財貿易を通じて行われており，

この大きさは生産構造における輸入依存の程度

を示している。

この地域における生産構造を地域ごとにグル

ープ分けして示したものが表２である。ここで

はアジア表対象国を，地理的要因を考慮して３

つのグループに分類した。ASEANはフィリピ

ン，インドネシア，タイ，マレーシア，シンガ

ポールで構成されており，北東アジア地域は，

韓国，台湾，中国で構成されている。日本と米

国は，地理的には同一のグループには分類でき

ないが，両国は生産構造が先進国型であり，よ

く似た構造をしているので，まとめて日米とい

うひとつのグループとした。またアジア表対象

地域を総称して，アジア地域と呼ぶこととする。

まずフィードバック部分を見ると，全体の生

産構造に対して，フィードバックによって必要

アジア諸国の生産・需要構造と貿易自由化
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となる国内中間財の量は小さい。これは米国も

含めたアジア地域は，域内交易が生産に比較し

て小さいため（注１２），フィードバックはほとんど

働いていないということを示している。従って

アジア地域では貿易が生産に与える影響は小さ

く，この地域では EUやその他の地域経済に比

べて生産と貿易の間に有機的なリンケージは形

成されていないと考えられる（注１３）。続いて各地

域別にフィードバックの変化を観察すると，

ASEANは観察期間中，フィードバックは減少

している（０．２６％から０．１９％へ）。これに対して

北東アジア地域のフィードバックは０．０６％から

０．１８％へ，日米のフィードバックは０．１８％から

０．３３％へと上昇しており，貿易から恩恵を受け

るような生産構造に変化している。特に日米に

おけるフィードバックの増加は他地域に比べて

大きく，この期間のアジア地域における貿易の

恩恵は，日米が享受しているといえるだろう。

一方，ASEANが貿易の恩恵を十分に享受でき

ない理由は，ASEANの生産構造に原因がある

と考えられる。ASEANは中間財の調達を日米

や北東アジア地域に依存している。これに対し

て，北東アジア地域，日米は中間財を ASEAN

からはそれほど調達しておらず，生産構造は

ASEANの日米・北東アジアへの一方的な依存

関係にある。図１は ASEANの依存の関係を

簡単に数値で表わしたものである。

図からは ASEANは財を１００ポイント生産す

るために，中間財の調達を北東アジアに１０ポイ

ント，日米に３１ポイント依存しているが，一方，

日米，北東アジアは１００ポイントの生産のため

に，ASEANの中間財にはそれぞれ２ポイント

ずつしか依存していないことが見てとれる。こ

のことから ASEANの生産は他地域に一方的

に依存した構造であることが分かる。このよう

な依存関係にあるために，貿易の ASEANへ

のフィードバックは少なく，ASEANは他地域

に比べ貿易から恩恵を受けることが少ない生産

構造になっているといえよう。

表３に全分析対象国・産業についてのフィー

ドバックを示した。以下ではタイの輸送機械，

マレーシアの一般機械，電気・電子，シンガポ

ールの化学について読みとりを行った（注１４）。タ

表２ 各地域の生産構造とフィードバック
（％）

ASEAN 北東アジア 日 米

１９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５

ASEAN

北東アジア
日 米
フィードバック

６１．０
８．５
３０．２
０．２６

５６．８
１１．０
３２．０
０．１９

２．０
７８．９
１９．１
０．０６

２．９
７７．６
１９．３
０．１８

１．５
２．０
９６．３
０．１８

１．５
２．５
９５．６
０．３３

（出所） 付表より筆者作成。

図１ ASEANの他地域への中間財依存構造

ASEAN→１０→北東アジア→１９→日米→２→ASEAN

ASEAN→３１→日米→２→北東アジア→２→ASEAN

（出所）筆者作成。
（注） �１ 表２の数値で１９８５年と９５年のポイントを

平均し、四捨五入したもの。
�２ 矢印の方向が依存の方向である。例えば、
図から ASEANは１００ポイントの生産を行う
のに北東アジアの中間財に１０ポイント依存
していることが分かる。
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イの輸送機械については，観測期間中フィード

バックは０．０３％から０．１１％へ上昇していること

が分かる。マレーシアについては，一般機械は

減少し，電気・電子はほぼ横ばいである。シン

ガポールの化学は０．６２％から０．３０％へと，フィ

ードバックが生産に与える影響は半減している。

これらのことから，ASEANではタイの輸送機

械以外，貿易の恩恵は少ないようである。一方，

北東アジア地域では（注１５），中国は，繊維と電気・

電子機械はともにフィードバックは上昇した。

韓国も同じく上昇している。

表２より域内分業の観点から生産構造を見て

みると，ASEANは域内調達を１９８５年の６１％か

ら５７％まで下げ，北東アジア地域や日米からの

調達は８５年に比べてそれぞれ２％上昇させてい

る。北東アジア地域は，１９８５年の域内調達比

率は７９％であり，９５年は７８％となった。また

ASEANからの調達は１９８５年の２％から９５年の

３％へ上昇し，日米からの調達比率は１９％のま

まで，その構造はほとんど変化していない。日

米では，域内調達比率は９６％で変わらず ASEAN

および北東アジアからの調達はほとんど変化が

ない。以上から北東アジアおよび日米は調達構

造に変化はあまり見られないものの，ASEAN

表３ 各国の産業別フィードバック
（％）

繊 維 化 学 一般機械 電気・電子 輸送機械

フィリピン
１９８５ ０．０１ ０．０１ ０．０４ ０．１６ ０．０１
１９９５ ０．０３ ０．０３ ０．０９ ０．１３ ０．０４

インドネシア
１９８５ ０．２９ ０．２５ ０．２３ ０．３１ ０．２３
１９９５ ０．１３ ０．１８ ０．１４ ０．１０ ０．０９

タ イ
１９８５ ０．０２ ０．０３ ０．０３ ０．０４ ０．０３
１９９５ ０．０６ ０．１０ ０．０９ ０．５０ ０．１１

マレーシア
１９８５ ０．５４ ０．７４ ０．５８ ０．８４ ０．１５
１９９５ ０．２６ ０．３８ ０．２２ ０．８３ ０．１５

シンガポール
１９８５ ０．２７ ０．６２ ０．２６ ０．６７ ０．０８
１９９５ ０．３３ ０．３０ ０．３１ ０．９６ ０．２０

中 国
１９８５ ０．０３ ０．０７ ０．０４ ０．０５ ０．０３
１９９５ ０．１７ ０．１１ ０．１１ ０．１５ ０．１２

台 湾
１９８５ ０．０３ ０．０４ ０．０４ ０．１１ ０．０４
１９９５ ０．１３ ０．０８ ０．１４ ０．４５ ０．１０

韓 国
１９８５ ０．０９ ０．０３ ０．０８ ０．１１ ０．０７
１９９５ ０．２３ ０．１２ ０．１５ ０．４５ ０．１３

日 本
１９８５ ０．１８ ０．１９ ０．１３ ０．２４ ０．１０
１９９５ ０．１９ ０．２１ ０．２６ ０．８０ ０．１７

米 国
１９８５ ０．２０ ０．０３ ０．１３ ０．４５ ０．１５
１９９５ ０．１６ ０．０７ ０．２１ ０．９８ ０．２８

（出所） 表１に同じ。
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はこの時期，域内の貿易自由化を推進しながら

も，実際には中間財の域内分業は進んだとはい

えず（注１６），むしろ域外である北東アジアや日米

との域外分業を深めたということができる。

表４は ASEAN各国の生産構造を整理した

ものである。タイの輸送機械は国内の中間財調

達を下げ，その分，域内からの調達をわずかに

上昇させながら，域外，特に日本からの調達を

大幅に上昇させている。マレーシアの一般機械

では，ASEAN域内，域外を問わず調達を下げ

て，自国内での中間財調達比率を上昇させてい

る。同じくマレーシアの電気・電子機械では，

ASEAN域内の調達比率を下げるとともに，北

東アジア，日本からの調達比率が上昇した。一

方シンガポールの化学産業は自国内調達比率が

急上昇した。ここで見た各国各産業は，当該産

業が各国に集積しているにもかかわらず，調達

は自国からの調達を除けば，域外からの調達が

中心であり，域内調達の進展は認められない。

表５で中国，韓国の生産構造を整理した。表

からは北東アジア地域全体とは違う動きが見ら

れる。中国の繊維産業では，自国内の調達比率

を減少させるとともに，ASEAN，韓国，日本，

米国からの調達比率を増加させた。また電気・

電子機械でも自国内の調達は減少し，ASEAN

や韓国からの調達が上昇している。このことか

ら，中国は ASEANとの関係を深めつつある

ことが分かる。一方，韓国の輸送機械は，日本，

米国からの調達を減少させ，自国内調達比率を

増加させている。またこれと同時に ASEAN

や中国からの調達比率も増加させており，韓国

の輸送機械はより先進国型産業構造に近づいた

といえるのではないだろうか。

２． 需要構造と貿易

次に，外生化のモデルと貿易の関係を述べて

おく。産業連関モデルでは，各国の生産は各国

からの最終需要によって誘発される。最終需要

では最終財が消費や投資に回されるが，それに

加えて輸出にも使用される。一方輸出には中間

財も含まれており，それを考慮することが望ま

表４ ASEAN各国の産業別生産構造
（％）

タ イ（輸送機械） マレーシア（一般機械）マレーシア（電気・電子）シンガポール（化学）

１９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５

フィリピン
インドネシア
タ イ
マレーシア
シンガポール
中 国
台 湾
韓 国
日 本
米 国

０．１５
０．５２
５８．０６
１．６８
１．２４
０．７５
２．４５
１．３５
２９．５７
４．１８

０．５６
０．４３
４３．８５
１．２５
１．８２
２．３２
１．９６
２．３１
３９．４７
５．９０

０．８８
０．８８
０．５５
２８．５３
７．０２
１．５３
３．２０
４．０８
３９．８３
１２．９３

０．２３
０．６４
１．２５
６５．０８
３．０３
１．７７
２．２８
２．７２
１６．８３
５．９５

４．１３
０．７３
０．９７
２４．８０
８．８３
０．９１
１．９２
１．５８
２７．０２
２８．２７

０．５９
０．８８
１．８３
３０．２３
８．７５
２．１６
４．０２
４．４８
３０．８６
１５．３７

０．４９
１２．５６
０．３６
１６．４６
２２．５１
３２．１１
１．６６
０．５８
４．２２
８．４３

０．２２
３．３７
１．９１
６．７０
６１．３２
２．５５
２．０３
１．３２
９．５７
１０．７１

（出所） 表１に同じ。
（注） フィードバックを除いているため合計は１００にならない。
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しい。これらの要件を満たしたものが，輸出に

中間財と最終財を含めた生産誘発のモデルを外

生化したモデルである。このモデルは，生産さ

れた財がどの国の需要によって誘発されたもの

かを示しており，貿易による誘発も考慮した情

報を得ることができる。完全な輸入規制を各国

が持っているならば，生産の内の大部分は国内

需要によって誘発される。一方，貿易が自由な

場合，市場の大きさまたは市場の選好が影響を

与える。

表６は表２と同じく付表より地域ごとに平均

した需要構造の状況を示している。中間財調達

に比べて相対的に大きな変化が観察される。ま

ず，ASEANは，域内市場による生産誘発が減

少している。域内市場シェアは１９８５年の７４％か

ら９５年の６８％に減少し，北東アジア，日米市場

はそれぞれ８５年の２％，２４％から９５年の７％，

２６％に上昇した。北東アジア地域は，ASEAN

地域と異なり域内市場シェアが拡大しており，

そのシェアは１９８５年の７１％から９５年の７６％に上

昇した。また北東アジアの ASEAN市場の開

拓も進んでおり，１９８５年の３％から９５年の６％

へと拡大した。その一方で日米市場のシェアは

縮小しており，１９８５年には２７％あったのが９５年

には１７％となった。以上から，北東アジア諸国

相互の市場拡大は進んでおり，ASEAN市場の

表５ 中国・韓国の産業別生産構造
（％）

中 国（繊維） 中 国（電気・電子） 韓 国（輸送機械）

１９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５

フィリピン
インドネシア
タ イ
マレーシア
シンガポール
中 国
台 湾
韓 国
日 本
米 国

０．０４
０．１０
０．１０
０．０５
０．０３
９５．５６
０．９４
０．０１
１．５７
１．５７

０．０２
０．２３
０．２２
０．２７
０．２２
８９．０８
０．７９
３．０７
３．６０
２．３１

０．０７
０．１８
０．０７
０．０７
０．１０
８７．１６
０．２４
０．０３
１０．３８
１．６３

０．０５
０．２１
０．１５
０．５２
０．６３
８３．１８
０．８５
２．０４
９．９３
２．２９

０．１５
０．５１
０．１１
０．５７
０．２２
０．１１
０．６２
６７．０２
２２．８９
７．７４

０．１０
０．３９
０．１４
０．３６
０．３０
１．８５
０．５２
７６．８０
１２．６３
６．７８

（出所） 表１に同じ。
（注） 表３に同じ。

表６ 各地域の市場別需要構造
（％）

ASEAN 北東アジア 日 米

１９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５

ASEAN

北東アジア
日 米

７３．７
１．９
２４．４

６７．５
６．５
２６．０

２．５
７０．９
２６．５

６．３
７６．３
１７．４

１．２
２．８
９６．１

３．２
４．１
９２．７

（出所） 表１に同じ。

アジア諸国の生産・需要構造と貿易自由化

137



重要性も増していることが分かる。また日米も

市場を多様化させている。日米は，自地域市場

からの誘発は１９８５年の９６％から９５年の９３％へと

減少したが，ASEANと北東アジア市場からの

生産誘発はそれぞれ１％から３％へ，３％から

４％へと拡大した。以上から，ASEANでは域

内市場の重要性は減り，北東アジアや日米の市

場に対して依存度を高めたといえよう。一方で

北東アジア地域は域内市場シェアを拡大してお

り，その他の市場への依存の度合いを減らして

いる。また日米地域における他地域市場のシェ

アは増加しており，日米は他の地域に市場を開

放しつつあるといえる。

ASEAN域内をもう少し詳しく見てみよう

（表７）。ここで観察の対象となるのは，前項の

�生産構造と貿易�で取り上げた産業と同じ産

業である。タイの輸送機械は国内市場よりも域

内市場の開拓が観察でき，また台湾，日本への

市場の拡大は注目される点である。マレーシア

の一般機械では，ASEAN域内では，インドネ

シア，タイからの誘発が増え，域外では米国か

らの誘発が大幅に増加した。マレーシアの電気・

電子機械では，域内市場や北東アジアでの市場

が拡大している。シンガポールの化学では，自

国市場と日米市場以外の市場で拡大傾向が観察

され，総じて，国内市場よりも ASEAN域内

市場の開拓，そして北東アジア地域への拡大と

いう販路の多様化が見られる。

北東アジア地域を見てみよう（表８）。ここ

でも観察対象となるのは，前項と同様の産業で

ある。中国の繊維は国内市場と域内市場による

生産誘発が増加しており，また中国の電気・電

子は，自国市場から ASEAN市場，アメリカ

市場に向かっており，韓国の輸送機械でも中国

の電気・電子と同様の傾向が見てとれる。

３． 全体を通じたファインディングス

ここでは，実証分析を通じて明らかとなった

ことをまとめるとともに貿易との関連を整理し

たい。

�１観察期間を通して，すべての国において，

表７ ASEAN各国の産業別需要構造
（％）

タ イ（輸送機械） マレーシア（一般機械）マレーシア（電気・電子）シンガポール（化学）

１９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５

フィリピン
インドネシア
タ イ
マレーシア
シンガポール
中 国
台 湾
韓 国
日 本
米 国

０．０９
０．１１
９７．２１
０．３３
０．２３
０．１４
０．０９
０．２４
０．６４
０．９３

０．０９
０．１３
９６．６３
０．３０
０．５２
０．１４
０．１２
０．０７
０．９４
１．０５

８．２６
１．８２
１．４６
５６．３６
１９．０８
０．８４
０．６６
１．５８
５．２２
４．７３

２．２０
２．８４
４．０１
３４．９９
１３．８０
２．２３
４．２９
１．７０
７．４９
２６．４４

２．８８
０．２０
０．６３

－１０．８１
１９．７６
０．０４
２．３４
１．５５
３．１０
８０．３１

０．２９
０．５８
４．３７
９．１１
１４．９２
２．０８
５．３３
２．０８
１２．０９
４９．１６

０．２８
８．８８
８．５４
１９．７０
２７．８１
１．５２
２．１９
１．９５
２０．７２
８．４０

３．０５
１０．６８
１１．２０
１５．４５
１９．０８
１２．９４
６．９３
３．８２
１０．０９
６．７７

（出所） 表１に同じ。
（注） 表３に同じ。
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フィードバックは小さく，貿易が生産に果たす

役割はほとんどないように見える。つまり，こ

の地域の相互依存は小さいということが分かる。

�２フィードバックは小さいとはいえ，観察期

間での変化の様子からは興味深い事実が観察さ

れた。ASEANのフィードバックは減少し，北

東アジアや日米は上昇しており，特に日米のフ

ィードバック効果は大きく，貿易の恩恵は日米

が享受している。

�３このような格差が発生した要因は，ASEAN

諸国の一方的な日米依存の結果といえる。

�４ASEANでは中間財調達では域内分業が進

んでおらず，むしろ域外，特に北東アジアとの

分業が観察される。一方で中国の中間財調達は

自国を中心に北東アジア，ASEANに分業を進

めつつある。

�５需要構造を見てみると，ASEANは域内市

場への需要依存よりも北東アジアや日米の市場

に依存を変えつつある。特に日米市場への依存

は大きくなってきている。

�６中国は，北東アジア地域の域内市場を開拓

するとともに，ASEAN市場の需要にも依存す

るようになってきた。

生産構造から見るに，中間財交易の ASEAN

域内での貿易は活発ではなくなっている。

ASEAN域内で生産に必要な中間財調達は，域

内ではなく域外から行われ，ASEANにおける

域内分業化は進んでいない。また日米への一

方的な域外依存関係のため，貿易が生産活動に

及ぼすメリットは少ないという状況である。

ASEAN域内からの中間財調達が進まないのは，

ASEANに進出している日米の企業が，進出先

ではなく母国の本社企業から中間財を必要とす

るような技術を移転しているということの現わ

れであろう。つまり，ASEAN域内市場で中間

財を調達し生産するという ASEAN立脚型の

産業が少ないということがいえるのではないだ

ろうか。

一方で，需要という観点からは域内相互の市

表８ 中国・韓国の産業別需要構造
（％）

中 国（繊維） 中 国（電気・電子） 韓 国（輸送機械）

１９８５ １９９５ １９８５ １９９５ １９８５ １９９５

フィリピン
インドネシア
タ イ
マレーシア
シンガポール
中 国
台 湾
韓 国
日 本
米 国

０．０９
０．０４
０．０７
０．１０
０．４９
８９．９３
０．００
０．００
３．６１
５．６６

０．０３
０．１０
０．１０
０．１１
０．１３
９４．５９
０．１０
０．４３
３．５４
０．８７

０．３５
０．０４
０．０４
０．０４
０．２１
９８．０１
０．００
０．００
０．６１
０．７０

０．０８
０．２４
０．６０
０．５２
１．０４
８１．６８
０．６２
１．１４
６．３１
７．７８

０．１８
０．１５
０．１６
０．０９
０．９５
０．００
０．１０
９４．９９
０．６７
２．７１

０．１９
０．１５
０．６７
０．３９
１．２９
０．７２
０．３９
８９．８１
０．５５
５．８４

（出所） 表１に同じ。
（注） 表３に同じ。
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場開放は ASEAN域内で進んでいるが，ASEAN

は市場が小さいため，そのインパクトは小さい。

そのため，より市場の大きい北東アジア地域や

日米は，ASEAN地域にとって製品のアブソー

バーとしてより一層重要である。この意味で

ASEANにとっての域外市場からの生産誘発の

増加は，ASEANの経済発展にとって重要な役

割を担っている。

一方，ASEAN地域とは異なり，北東アジア

地域では域内市場と日米市場の重要性が増して

おり，とくに中国の動きが重要になっている。

中国は台湾，韓国との貿易関係を深めることに

よって，中間財の調達先を多様化させ，フィー

ドバック効果の上昇から観察できるように貿易

から受ける恩恵は確実に上昇している。市場開

拓という点においても，中国は，アジア地域内

では日本に次いで大きな市場である台湾，韓

国市場の開拓は着実に進んでおり，さらには

ASEAN市場への進出も進展している。

むすびにかえて

――貿易自由化への示唆――

これまでの分析により１９９５年までのアジア諸

国の生産・需要構造が把握できた。これらの観

察結果をふまえて，アジア地域における貿易自

由化がアジア地域に与えるであろう影響を考え

てみたい（注１７）。

第Ⅱ節の実証分析から，アジア地域では，日

米が他の地域と比較して，貿易から受ける恩恵

が圧倒的に大きいことが分かった。また日米の

市場は北東アジア地域や ASEANに比べると，

市場の開放は進んでいる。そのような状況下で

も，国内市場による生産誘発が中心であるため，

国内市場がさらに開放されたからといって，そ

の影響がすぐさま国内産業に現われるとは考え

がたい。従って，アジア地域においてさらに貿

易自由化が進展した場合，日米はその恩恵をよ

り多く受けることが予想される。北東アジア地

域では，中国が，韓国との国交を１９９３年に回復

したこと，また台湾との貿易を活発に行う方向

にあることから，確実に中国の北東アジア域内

での交易は増加しており，フィードバックも上

昇している。この期間のフィードバックの上昇

からは，関税障壁があっても交易が活発に行わ

れ，貿易が生産に与える影響が上昇しているこ

とが分かる。このような状況下で貿易自由化が

行われた場合，貿易はますます増加することが

予想される。このことから，中国にとってアジ

ア地域の貿易自由化進展のメリットは大きいと

考えられる。また，中国は ASEANと比べ，

�１労働コストが安い，�２市場規模が大きいため

規模の経済性を持つという点で優位であり，貿

易自由化の進展は ASEANより中国に優位に

働くであろう。では，貿易自由化が進展した場

合，ASEANにはどのような影響がでるのであ

ろうか。分析から得られた結果から考察するに，

ASEANは貿易を自由化したところで，すべて

の国・産業がその恩恵を受けるとはいえず，そ

れぞれ異なる結果が予想される。タイの輸送機

械などのように観察期間中にフィードバックが

上昇した産業もあれば，インドネシア，マレー

シアのようにフィードバックが減少した産業も

ある。フィードバックが上昇した産業について

は，貿易の自由化によってメリットを受けると

考えられるが，フィードバックが減少した産業

については，貿易自由化によって貿易量が増加

するとは考えられない。このように貿易自由化
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のメリットを受けるであろう産業と受けないで

あろう産業が域内で様々に存在するならば，域

内自由化交渉が難航するのは当然の帰結といえ

るかもしれない。また市場についても ASEAN

各国は中国や日米のように大きな市場を持って

おらず，常に域外に市場を求めているという状

況では，自国市場の開放による国内への打撃は

大きい。ASEAN各国は他地域間との貿易自由

化交渉に臨む以前に，まず ASEAN域内での

貿易自由化を行い，自地域内の競合産業を整理

し，分業体制を整え，十分な市場規模を持つ必

要があるのではないだろうか。ASEANと競合

するような財を中国が生産し，中国のプレゼン

スが高まっている現在，この視点は ASEAN

の生き残りを図るうえで特に重要である。

（注１） 早期自主的分野別自由化の失敗については

岡本次郎（２００１）を参照のこと。

（注２） アジア国際産業連関シリーズ（AIOシリ

ーズ）として，１９８７年の No.１から２００３年の No.６２まで

アジア経済研究所から刊行されている。

（注３） アジア表は，各国の表が発表されたあと，

各国間の貿易部分に関する投入産出調査を行って作成

されるため，少なくとも５年のタイムラグが存在する。

次回２０００年表の発表は，２００６年３月を予定している。

また数年のタイムラグではマクロ的なレベルでの産業

構造に大きな変化は現われないとされていることから

［Okamoto and Arakawa 2003］，１９８５～９５年の観測期

間で最近時までを演繹することは可能であると考える。

（注４） アイザード型については，Isard（１９５１）

を参照のこと。またアジア表の詳細な表の形式につい

ては，岡本信広（２００１）を参照のこと。

（注５） 輸送機械には，自動車，船舶，航空機が含

まれている。

（注６） 農業とサービスも自由化対象の議論として

あがるが，政治的配慮に基づくことも多いので，ここ

では製造業のみを対象としている。

（注７） G. Strassert, “Zur Bestimmung strategischer

Sectorem mit Hilfe von Input―Output Modellen（The

Determination of Strategic Sectors Using Input―Out-

put Models）.” Jahrbücher für Nationalökonomie und Sta-

tistik. 1968. S.182, 211―215. ただし，筆者等は執筆時に

おいて上記論文を手に入れることができなかった。

（注８） 本来の仮説的抽出法では，オリジナルモデ

ル�１と仮説的抽出モデル�２との差をとる。ここでは，

［X R－X R

X S－X S］＝［B～RR－B R

B～SR

B～RS

B～SS－B S］［F R

F S］となり，総
産出の違いが R国と S国間の貿易効果とされる。本

稿では仮説的抽出のアイデアのみを使用した。

（注９） ここでは R国の最終需要 F Rは R国内の

最終需要 F RRと S国からの最終需要 F RSから成り立

っているとする。S国も同様。

（注１０） ここで用いるレオンチェフの逆行列の列計

は，１次波及を除いた２次以降の波及を合計した値で

ある。１次波及を取り除いたのは，１次波及が国内波

及のみを呼び起こすものであり，これを列計に含めた

場合，国内波及の値が目立ち，貿易効果が過小に評価

されることを避けるためである。

（注１１）１９８５年のマレーシア電気・電子産業は，マ

イナスの在庫が大きく，そのため最終需要にマイナス

値がでた。その結果，マレーシア国内からの最終需要

誘発値にはマイナスの値がでている。

（注１２）１９９５年のアジア表によれば，中間財取引の

９６．２％は自国内取引であり，中間財交易は総取引のわ

ずか３．８％にしかすぎない。

（注１３） 例えばヨーロッパを対象としたフィードバ

ックループ分析［Sonis, Oosterhaven and Hewings

1993］では，１９７５年の ECにおいて中間財交易の割合

は１０％程度あり，アジア地域に比べて大きな値を示し

ている。

（注１４） 立地係数から，ASEAN内では，自動車産

業を中心とする輸送機械はタイに立地が集積しており，

一般機械はマレーシアへの集積が見られた。電気・電

子機械産業はシンガポール，次いでマレーシアへの集

積が見られ，石油化学を中心とする化学産業はシンガ

ポールに集積していることが明らかとなった。分析は

これらの産業を読みとりの中心にあげた。なお電気・
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電子産業についてはシンガポールの生産規模に比べて

マレーシアの生産規模が大きいため，マレーシアのみ

を分析対象とした。

（注１５） 同じく立地係数から，北東アジアでは中国

の繊維産業と韓国の輸送機械産業を対象としてとり上

げた。また，中国の電子・電気産業は，急速に成長し

つつある注目産業であるため，今回分析にとり上げた。

（注１６） ASEANで１９８８年に発効した部品相互補完

協定（Brand to Brand Complementary: BBC）スキ

ームは，域内で生産された自動車部品に関税恩典を与

えて，域内自動車部品の分業化を狙うものであった。

しかし，関税恩典を得るための手続きの複雑さや各国

の思惑に阻まれ，実際には機能したとはいい難い。そ

の結果，ASEANでは分業のためのスキームを持ちな

がらも，域内分業は進展しなかった。その後 ASEAN

は，１９９６年に BBCスキームの流れを受け継ぐ新しい

制度として ASEAN産業協力（ASEAN Industrial Co-

operation: AICO）を発効した。AICOは BBCスキー

ムに比べて対象産業が拡大し，さらに関税恩典も増加

している。

（注１７） ここで注意されたいのは，産業連関表を用

いて産業構造分析を行った本稿での分析からは，貿易

自由化の効果は直接的には測定できないということで

ある。前節までで各地域別に生産・需要構造の特徴が

明らかとなった。これらの結果を踏まえて，本節では

それぞれ特徴を持つ各地域が，貿易自由化によってど

のような影響を受けると予想されるのかを述べるもの

である。
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４
４６
．４
８
１２
．６
５
３
．６
２
１
．３
９
９９
．０
７
９６
．３
７
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付
表
b
化

学

生
産
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

５９
．８
６
４８
．５
７
０
．２
７
０
．０
６
０
．１
５
０
．０
９
０
．１
８
０
．１
６
０
．４
９
０
．２
２
０
．０
３
０
．１
０
０
．１
７
０
．０
８
０
．０
７
０
．０
９
０
．１
０
０
．１
０
０
．０
３
０
．１
０

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

２
．９
４
６
．３
１
８４
．６
８
７３
．５
７
０
．４
５
１
．２
９
１
．２
７
１
．８
８
１２
．５
６
３
．３
７
０
．２
５
０
．７
６
３
．１
６
２
．９
７
３
．１
１
２
．２
５
４
．２
３
１
．４
３
０
．９
６
０
．１
４

タ
イ

０
．７
７
０
．９
９
０
．１
１
０
．４
２
６６
．２
０
６５
．８
４
１
．９
８
１
．１
９
０
．３
６
１
．９
１
０
．１
５
０
．３
２
０
．２
９
０
．２
７
０
．１
７
０
．５
５
０
．３
２
０
．５
４
０
．０
５
０
．０
６

マ
レ
ー
シ
ア

５
．２
８
４
．４
０
０
．４
４
１
．４
８
１７
．３
５
６
．８
６
７４
．８
４
６４
．７
３
１６
．４
６
６
．７
０
０
．２
６
０
．５
９
１
．８
１
１
．０
４
３
．５
３
１
．８
２
１
．３
４
０
．６
８
０
．０
８
０
．１
４

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

０
．４
０
４
．０
６
１
．３
５
３
．０
５
１
．３
５
４
．３
７
５
．２
１
７
．３
９
２２
．５
１
６１
．３
２
０
．１
０
０
．５
５
０
．８
９
１
．５
１
０
．４
２
０
．８
５
０
．５
７
０
．４
９
０
．０
３
０
．１
４

中
国

６
．７
８
５
．９
３
０
．９
２
３
．０
９
１
．４
７
２
．４
２
１
．８
０
２
．５
９
３２
．１
１
２
．５
５
９３
．９
０
８９
．７
３
０
．３
８
２
．２
１
０
．２
１
４
．２
６
４
．１
１
１
．７
９
０
．３
０
０
．４
７

台
湾

２
．２
２
４
．１
７
０
．８
５
１
．６
４
０
．９
１
２
．０
２
０
．８
６
２
．４
９
１
．６
６
２
．０
３
０
．３
１
０
．８
５
６９
．７
６
５９
．３
１
０
．２
７
０
．５
９
０
．１
７
０
．２
４
０
．１
３
０
．１
６

韓
国

１
．２
５
４
．６
９
０
．７
０
２
．４
２
０
．８
０
２
．１
８
０
．６
７
１
．５
５
０
．５
８
１
．３
２
０
．０
１
１
．８
４
０
．６
５
２
．４
５
７９
．３
０
６９
．６
４
０
．４
４
０
．７
３
０
．０
８
０
．１
７

日
本

３
．４
８
１１
．８
０
６
．０
６
８
．３
７
７
．５
５
９
．６
５
６
．８
４
１１
．４
８
４
．２
２
９
．５
７
３
．０
０
３
．１
２
１０
．０
９
１４
．４
８
６
．２
５
１０
．４
８
８４
．５
４
９１
．０
３
０
．６
２
１
．２
７

米
国

１７
．０
１
９
．０
５
４
．３
７
５
．７
２
３
．７
４
５
．１
７
５
．６
１
６
．１
６
８
．４
３
１０
．７
１
１
．９
２
２
．０
４
１２
．７
５
１５
．６
０
６
．６
３
９
．３
４
３
．９
８
２
．７
５
９７
．６
９
９７
．３
０

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

０
．０
１
０
．０
３
０
．２
５
０
．１
８
０
．０
３
０
．１
０
０
．７
４
０
．３
８
０
．６
２
０
．３
０
０
．０
７
０
．１
１
０
．０
４
０
．０
８
０
．０
３
０
．１
２
０
．１
９
０
．２
１
０
．０
３
０
．０
７

需
要
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

８６
．５
９
７８
．８
０
０
．３
２
１
．０
２
０
．２
６
０
．３
９
１
．６
４
１
．６
２
０
．２
８
３
．０
５
０
．２
０
０
．１
８
０
．３
３
２
．１
１
０
．３
８
０
．７
３
０
．１
０
０
．２
２
０
．０
６
０
．１
３

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

０
．３
７
０
．２
４
７５
．３
６
７９
．６
０
０
．２
６
０
．８
２
０
．４
１
１
．９
７
８
．８
８
１０
．６
８
０
．１
３
０
．３
８
１
．３
３
２
．５
０
０
．５
６
１
．３
３
０
．４
９
０
．５
６
０
．１
１
０
．２
５

タ
イ

０
．６
１
０
．７
６
０
．２
９
０
．８
４
７９
．８
０
７３
．３
８
１
．２
７
２
．９
９
８
．５
４
１１
．２
０
０
．２
７
０
．５
０
０
．７
５
２
．９
２
０
．４
７
１
．２
６
０
．３
９
０
．９
４
０
．０
６
０
．３
２

マ
レ
ー
シ
ア

０
．５
０
０
．７
８
０
．３
４
０
．９
７
１
．０
９
１
．３
７
５３
．２
７
４２
．５
４
１９
．７
０
１５
．４
５
０
．１
１
０
．３
１
０
．７
０
３
．３
７
０
．３
１
０
．８
１
０
．２
９
０
．７
９
０
．０
８
０
．３
２

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

０
．９
３
０
．８
７
７
．３
３
１
．９
２
１
．０
７
３
．６
３
２７
．３
９
１０
．３
６
２７
．８
１
１９
．０
８
３
．７
２
０
．４
１
１
．７
１
２
．６
８
０
．４
１
０
．６
９
０
．３
２
０
．５
８
０
．１
５
０
．４
３

中
国

０
．６
１
１
．６
７
０
．４
１
１
．４
１
１
．９
７
２
．８
０
１
．９
３
３
．７
０
１
．５
２
１２
．９
４
９０
．４
２
８６
．８
５
４
．３
８
５
．２
６
０
．０
０
６
．９
７
１
．９
１
１
．４
４
０
．４
０
０
．８
１

台
湾

０
．６
１
０
．９
１
０
．３
０
１
．２
１
０
．９
１
１
．０
２
１
．８
６
２
．４
８
２
．１
９
６
．９
３
０
．０
０
０
．６
４
４７
．３
７
６２
．６
１
０
．４
９
１
．７
１
０
．８
７
１
．７
１
０
．３
０
１
．０
１

韓
国

０
．４
６
０
．８
５
０
．４
１
１
．６
８
０
．３
１
０
．８
７
０
．８
５
８
．４
６
１
．９
５
３
．８
２
０
．０
０
１
．６
２
１
．５
７
２
．０
７
７６
．１
７
７５
．５
５
１
．４
５
１
．９
３
０
．４
４
１
．０
９

日
本

４
．７
１
６
．６
４
１０
．２
６
７
．０
８
９
．５
８
９
．２
９
８
．２
１
１３
．１
７
２０
．７
２
１０
．０
９
３
．２
１
４
．７
６
６
．４
２
６
．２
３
８
．０
６
５
．８
２
８８
．０
０
８７
．９
５
１
．４
０
２
．３
６

米
国

４
．６
０
８
．４
９
４
．９
８
４
．２
８
４
．７
５
６
．４
１
３
．１
７
１２
．７
０
８
．４
０
６
．７
７
１
．９
５
４
．３
５
３５
．４
４
１０
．２
５
１３
．１
６
５
．１
３
６
．１
８
３
．８
８
９７
．０
２
９３
．２
６
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付
表
c
一
般
機
械

生
産
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

７５
．２
１
３５
．３
２
０
．１
１
０
．１
１
０
．６
２
０
．２
０
０
．８
８
０
．２
３
０
．４
７
０
．３
１
０
．０
５
０
．０
４
０
．３
８
０
．１
９
０
．１
８
０
．１
５
０
．１
１
０
．０
７
０
．０
４
０
．１
１

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

１
．０
９
０
．６
１
１７
．６
７
２５
．３
３
０
．４
１
０
．４
６
０
．８
８
０
．６
４
１
．６
９
１
．０
８
０
．１
６
０
．１
７
０
．３
２
０
．４
４
０
．５
１
０
．４
３
０
．５
６
０
．２
６
０
．０
９
０
．１
２

タ
イ

０
．２
９
０
．４
２
０
．１
０
０
．６
０
５３
．９
９
４８
．８
２
０
．５
５
１
．２
５
０
．７
５
１
．６
２
０
．０
４
０
．０
９
０
．１
４
０
．３
７
０
．１
１
０
．１
６
０
．０
７
０
．２
０
０
．０
３
０
．１
４

マ
レ
ー
シ
ア

２
．１
３
１
．０
３
０
．４
０
１
．７
６
０
．９
４
１
．６
７
２８
．５
３
６５
．０
８
３
．７
３
５
．０
８
０
．０
６
０
．２
１
０
．２
８
０
．７
０
０
．５
７
０
．３
９
０
．２
２
０
．２
０
０
．０
６
０
．２
７

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

０
．６
０
３
．７
３
５
．１
８
２
．７
９
１
．９
５
１
．８
１
７
．０
２
３
．０
３
５５
．１
４
４３
．８
５
０
．０
６
０
．３
１
０
．２
５
０
．８
１
０
．２
６
０
．３
３
０
．１
０
０
．１
６
０
．１
０
０
．１
９

中
国

３
．８
１
３
．５
９
０
．５
９
３
．７
７
０
．８
６
３
．０
１
１
．５
３
１
．７
７
１
．４
４
２
．６
５
９０
．７
５
８８
．６
２
０
．０
９
３
．６
７
０
．１
０
２
．２
３
０
．３
４
０
．９
３
０
．０
９
０
．７
９

台
湾

１
．２
３
９
．８
６
３
．４
４
５
．９
３
１
．９
７
２
．４
４
３
．２
０
２
．２
８
１
．７
９
２
．１
０
０
．１
６
０
．９
７
７９
．５
４
６６
．５
１
０
．６
６
０
．５
３
０
．２
０
０
．３
６
０
．５
６
０
．８
１

韓
国

１
．９
１
３
．２
７
０
．７
０
５
．３
８
１
．７
３
５
．１
１
４
．０
８
２
．７
２
１
．１
７
３
．７
１
０
．０
３
１
．２
９
０
．３
６
２
．０
１
６８
．０
２
７６
．４
０
０
．２
９
０
．５
６
０
．４
７
０
．５
１

日
本

６
．９
１
２５
．３
９
３７
．５
７
３８
．２
６
３１
．６
６
２７
．３
３
３９
．８
３
１６
．８
３
２１
．０
３
２７
．２
３
７
．５
８
５
．９
５
１３
．７
４
１８
．４
３
２１
．６
３
１１
．９
７
９５
．７
１
９５
．２
７
３
．７
７
３
．８
７

米
国

６
．７
８
１６
．６
８
３４
．０
２
１５
．９
３
５
．８
３
９
．０
５
１２
．９
３
５
．９
５
１２
．５
３
１２
．０
８
１
．０
７
２
．２
５
４
．８
７
６
．７
３
７
．８
９
７
．２
７
２
．２
５
１
．７
２
９４
．６
６
９２
．９
８

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

０
．０
４
０
．０
９
０
．２
３
０
．１
４
０
．０
３
０
．０
９
０
．５
８
０
．２
２
０
．２
６
０
．３
１
０
．０
４
０
．１
１
０
．０
４
０
．１
４
０
．０
８
０
．１
５
０
．１
３
０
．２
６
０
．１
３
０
．２
１

需
要
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

８１
．０
３
８０
．４
９
１
．０
２
０
．４
１
０
．５
２
０
．９
０
８
．２
６
２
．２
０
０
．４
６
６
．２
５
０
．１
１
０
．１
３
０
．３
１
１
．３
１
０
．４
４
０
．５
６
０
．０
５
０
．５
９
０
．０
５
０
．３
３

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

０
．２
５
０
．３
１
９２
．２
１
８８
．１
８
０
．２
９
１
．５
６
１
．８
２
２
．８
４
８
．０
０
６
．３
３
０
．０
４
０
．３
２
１
．９
３
２
．６
２
０
．４
４
１
．１
４
０
．７
２
０
．９
６
０
．３
０
０
．４
９

タ
イ

８
．１
８
０
．４
０
０
．０
３
０
．４
１
８３
．１
７
６８
．５
８
１
．４
６
４
．０
１
３
．８
０
４
．４
４
０
．０
３
０
．３
１
１
．６
０
３
．０
６
０
．２
９
１
．２
４
０
．６
１
１
．６
３
０
．０
９
０
．４
３

マ
レ
ー
シ
ア

１
．２
１
１
．４
５
０
．０
９
０
．６
６
０
．９
８
４
．０
７
５６
．３
６
３４
．９
９
６
．２
７
１７
．５
２
０
．０
３
０
．２
３
１
．５
７
２
．４
１
１
．９
２
１
．０
１
０
．５
８
０
．７
５
０
．１
５
０
．４
１

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

０
．９
３
１
．５
２
０
．６
８
１
．６
７
０
．８
４
３
．３
８
１９
．０
８
１３
．８
０
４６
．５
０
３４
．９
２
０
．１
６
０
．２
６
０
．７
８
０
．９
０
０
．２
５
０
．７
９
０
．４
６
１
．１
４
０
．１
８
０
．９
３

中
国

０
．７
０
１
．０
３
０
．６
８
０
．８
７
０
．４
６
１
．６
７
０
．８
４
２
．２
３
２
．５
７
６
．６
６
９８
．６
０
９１
．６
６
１
．８
８
７
．７
３
０
．０
０
３
．９
２
３
．７
０
２
．８
３
０
．６
７
１
．２
７

台
湾

０
．２
９
４
．０
３
０
．１
４
０
．６
８
０
．２
３
４
．２
８
０
．６
６
４
．２
９
１
．０
８
３
．３
８
０
．０
０
０
．４
０
４３
．９
３
６０
．１
１
０
．１
８
１
．０
９
１
．１
２
２
．４
３
０
．２
６
１
．０
６

韓
国

０
．３
０
１
．４
４
０
．２
０
０
．６
２
０
．４
８
２
．０
７
１
．５
８
１
．７
０
０
．７
４
３
．４
９
０
．０
０
０
．６
６
０
．５
２
１
．０
１
８７
．０
９
８４
．５
１
２
．０
３
３
．４
１
０
．４
１
２
．１
７

日
本

２
．６
６
７
．０
１
３
．４
１
３
．７
１
９
．６
５
８
．０
１
５
．２
２
７
．４
９
５
．０
２
５
．２
２
０
．５
５
２
．７
４
２
．５
８
５
．８
０
１
．６
２
２
．３
６
７８
．８
９
８０
．２
４
１
．０
９
２
．１
２

米
国

４
．４
４
２
．３
２
１
．５
４
２
．７
９
３
．３
８
５
．４
６
４
．７
３
２６
．４
４
２５
．５
７
１１
．７
８
０
．４
８
３
．２
８
４４
．９
０
１５
．０
５
７
．７
７
３
．３
９
１１
．８
４
６
．０
２
９６
．８
０
９０
．８
０
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付
表
d
電
気
・
電
子

生
産
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

３６
．３
３
３２
．５
７
０
．１
９
０
．１
１
０
．３
３
１
．８
１
４
．１
３
０
．５
９
１
．３
４
１
．１
６
０
．０
７
０
．０
５
０
．３
９
０
．８
７
０
．２
８
０
．３
３
０
．０
９
０
．１
８
０
．２
８
０
．３
６

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

１
．９
６
０
．４
７
４８
．７
４
７１
．０
６
０
．４
２
０
．５
０
０
．７
３
０
．８
８
２
．５
８
１
．４
５
０
．１
８
０
．２
１
０
．４
１
０
．５
１
０
．４
０
０
．３
９
０
．５
５
０
．２
６
０
．１
２
０
．１
６

タ
イ

０
．５
８
０
．６
２
０
．１
５
０
．５
３
５８
．８
７
２５
．３
２
０
．９
７
１
．８
３
１
．７
５
５
．０
２
０
．０
７
０
．１
５
０
．１
０
１
．０
０
０
．１
３
０
．３
８
０
．０
７
０
．３
５
０
．１
１
０
．５
３

マ
レ
ー
シ
ア

３
．８
７
１
．８
７
０
．７
４
１
．０
０
１
．５
５
４
．８
６
２４
．８
０
３０
．２
３
７
．８
３
７
．０
２
０
．０
７
０
．５
２
０
．７
７
３
．０
５
０
．７
２
１
．２
８
０
．２
６
０
．４
６
０
．５
２
１
．４
３

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

１
．７
１
５
．０
０
３
．５
５
２
．３
４
２
．２
８
６
．８
３
８
．８
３
８
．７
５
２４
．６
１
２６
．５
８
０
．１
０
０
．６
３
０
．９
０
２
．９
２
０
．４
３
１
．５
１
０
．１
３
０
．４
７
０
．５
１
１
．６
４

中
国

８
．２
１
１
．３
２
０
．９
２
２
．３
０
１
．０
６
２
．４
３
０
．９
１
２
．１
６
１
．１
９
２
．５
６
８７
．１
６
８３
．１
８
０
．１
４
２
．４
６
０
．１
２
２
．１
９
０
．３
８
１
．１
１
０
．１
０
０
．９
７

台
湾

３
．０
６
２
．７
７
３
．６
５
２
．２
３
１
．７
６
４
．７
４
１
．９
２
４
．０
２
３
．３
７
３
．２
２
０
．２
４
０
．８
５
６１
．４
１
４０
．０
６
０
．８
６
１
．７
９
０
．３
９
０
．７
８
１
．１
１
１
．７
４

韓
国

３
．８
３
４
．７
９
４
．４
０
２
．５
６
１
．２
２
３
．２
５
１
．５
８
４
．４
８
１
．５
７
６
．８
９
０
．０
３
２
．０
４
０
．３
４
４
．８
３
６１
．６
５
５８
．９
９
０
．４
６
１
．４
４
０
．８
４
２
．３
２

日
本

１７
．９
６
２４
．１
２
２６
．３
０
１０
．８
６
２３
．２
６
３１
．６
９
２７
．０
２
３０
．８
６
３０
．５
９
３０
．９
７
１０
．３
８
９
．９
３
２９
．０
５
３０
．２
０
２２
．７
９
２０
．１
９
９４
．３
６
８９
．９
３
５
．８
３
８
．９
５

米
国

２２
．３
３
２６
．３
５
１１
．０
７
６
．９
０
９
．２
１
１８
．０
８
２８
．２
７
１５
．３
７
２４
．５
０
１４
．１
７
１
．６
３
２
．２
９
６
．３
８
１３
．６
５
１２
．５
１
１２
．５
０
３
．０
７
４
．２
２
９０
．１
２
８０
．９
２

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

０
．１
６
０
．１
３
０
．３
１
０
．１
０
０
．０
４
０
．５
０
０
．８
４
０
．８
３
０
．６
７
０
．９
６
０
．０
５
０
．１
５
０
．１
１
０
．４
５
０
．１
１
０
．４
５
０
．２
４
０
．８
０
０
．４
５
０
．９
８

需
要
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

２７
．８
１
１３
．１
３
２
．３
９
０
．２
１
０
．８
２
０
．２
２
２
．８
８
０
．２
９
０
．３
９
０
．５
６
０
．３
５
０
．０
８
０
．３
２
０
．４
７
０
．５
８
０
．２
４
０
．０
９
０
．２
５
０
．０
８
０
．３
７

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

０
．０
３
０
．０
８
８５
．５
６
６２
．９
７
０
．１
１
０
．２
７
０
．２
０
０
．５
８
１
．０
９
０
．９
１
０
．０
４
０
．２
４
０
．５
３
０
．７
２
０
．５
０
０
．４
１
０
．２
７
０
．３
６
０
．０
８
０
．２
５

タ
イ

０
．１
１
７
．６
６
０
．０
３
０
．８
５
５５
．９
８
３３
．１
３
０
．６
３
４
．３
７
１
．１
４
４
．８
０
０
．０
４
０
．６
０
０
．２
７
４
．０
５
０
．１
７
０
．９
５
０
．３
２
１
．３
２
０
．０
９
１
．２
１

マ
レ
ー
シ
ア

１３
．８
７
６
．６
８
０
．６
８
２
．９
５
３
．５
３
４
．６
４

―１
０
．８
１
９
．１
１
９
．６
９
１４
．２
８
０
．０
４
０
．５
２
０
．６
２
５
．８
７
０
．５
１
２
．７
５
０
．５
７
２
．４
９
０
．４
４
２
．２
４

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

３
．６
５
１１
．７
５
５
．３
７
８
．９
５
１０
．４
９
１６
．６
０
１９
．７
６
１４
．９
２
５
．６
３
５
．５
５
０
．２
１
１
．０
４
１
．６
８
４
．９
６
０
．５
７
４
．９
７
０
．９
０
２
．４
９
０
．４
８
１
．５
７

中
国

０
．０
１
０
．２
４
０
．０
９
０
．１
９
０
．０
４
０
．６
２
０
．０
４
２
．０
８
０
．６
８
２
．０
８
９８
．０
１
８１
．６
８
０
．５
７
２
．０
６
０
．０
０
２
．１
３
２
．９
６
２
．１
３
０
．２
７
１
．０
１

台
湾

０
．７
９
７
．２
５
０
．１
５
０
．６
２
０
．３
１
２
．６
０
２
．３
４
５
．３
３
２
．３
３
４
．８
４
０
．０
０
０
．６
２
２５
．０
３
１６
．０
８
０
．４
９
３
．１
３
１
．３
５
２
．３
４
０
．３
７
１
．４
３

韓
国

０
．７
６
３
．４
１
０
．２
０
０
．６
９
０
．７
３
１
．０
２
１
．５
５
２
．０
８
１
．０
２
３
．７
１
０
．０
０
１
．１
４
０
．９
９
３
．９
２
５２
．７
２
５０
．９
５
１
．５
５
２
．４
６
０
．５
６
２
．４
０

日
本

０
．６
６
１６
．３
５
１
．７
９
５
．４
５
０
．７
５
１４
．４
５
３
．１
０
１２
．０
９
３
．１
０
１３
．６
７
０
．６
１
６
．３
１
５
．６
８
１５
．９
５
６
．１
２
９
．５
７
７２
．８
５
７３
．４
７
１
．８
４
６
．５
３

米
国

５２
．３
１
３３
．４
５
３
．７
５
１７
．１
２
２７
．２
４
２６
．４
５
８０
．３
１
４９
．１
６
７４
．９
２
４９
．６
０
０
．７
０
７
．７
８
６４
．３
２
４５
．９
２
３８
．３
３
２４
．９
０
１９
．１
３
１２
．６
９
９５
．８
１
８２
．９
８
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付
表
e
輸
送
機
械

生
産
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

８２
．５
６
３５
．９
９
０
．０
７
０
．１
０
０
．１
５
０
．５
６
０
．０
７
０
．１
３
０
．０
９
０
．２
５
０
．０
４
０
．０
３
０
．１
２
０
．０
９
０
．１
５
０
．１
０
０
．０
８
０
．０
６
０
．０
５
０
．１
５

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

０
．７
１
０
．３
５
５６
．４
０
５８
．３
１
０
．５
２
０
．４
３
０
．３
２
０
．８
３
０
．９
３
１
．５
８
０
．１
３
０
．１
６
０
．３
８
０
．５
５
０
．５
１
０
．３
９
０
．５
１
０
．２
０
０
．１
０
０
．１
２

タ
イ

０
．２
３
０
．９
４
０
．１
３
０
．３
１
５８
．０
６
４３
．８
５
０
．２
１
０
．７
４
０
．２
１
１
．１
４
０
．０
４
０
．１
１
０
．０
６
０
．２
１
０
．１
１
０
．１
４
０
．０
５
０
．１
０
０
．０
３
０
．１
７

マ
レ
ー
シ
ア

１
．２
７
１
．１
６
０
．２
５
０
．４
７
１
．６
８
１
．２
５
３５
．２
５
３９
．７
９
１
．５
９
３
．０
９
０
．０
６
０
．２
６
０
．３
１
０
．６
５
０
．５
７
０
．３
６
０
．１
８
０
．１
４
０
．０
８
０
．４
４

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

０
．２
７
０
．４
９
１
．４
８
０
．８
９
１
．２
４
１
．８
２
２
．０
０
２
．０
１
７７
．０
７
５１
．１
７
０
．０
５
０
．３
０
０
．１
８
０
．７
３
０
．２
２
０
．３
０
０
．０
８
０
．０
８
０
．１
１
０
．２
９

中
国

１
．９
９
１
．９
８
０
．７
７
１
．５
２
０
．７
５
２
．３
２
０
．３
９
１
．１
４
１
．５
１
２
．４
２
９３
．１
９
８６
．４
８
０
．１
０
２
．３
３
０
．１
１
１
．８
５
０
．３
４
０
．５
０
０
．０
９
０
．６
７

台
湾

０
．８
８
１
．４
５
１
．５
８
１
．３
４
２
．４
５
１
．９
６
１
．０
５
１
．５
１
０
．９
５
１
．５
６
０
．１
３
１
．０
６
７２
．５
７
６６
．６
９
０
．６
２
０
．５
２
０
．１
４
０
．２
６
０
．５
７
０
．６
８

韓
国

１
．１
６
３
．７
４
１
．０
６
１
．６
７
１
．３
５
２
．３
１
０
．３
５
１
．８
６
０
．６
１
２
．６
８
０
．０
２
１
．４
２
０
．２
７
１
．３
８
６７
．０
２
７６
．８
０
０
．２
１
０
．３
５
０
．３
５
０
．７
４

日
本

５
．４
２
４９
．７
２
３０
．２
８
３１
．９
２
２９
．５
７
３９
．４
７
５７
．２
９
４６
．２
６
１０
．９
６
２０
．０
７
５
．５
０
７
．６
３
２０
．１
０
１９
．９
０
２２
．８
９
１２
．６
３
９５
．９
２
９６
．３
３
４
．５
６
５
．２
６

米
国

５
．５
０
４
．１
６
７
．７
５
３
．４
０
４
．１
８
５
．９
０
２
．９
１
５
．５
７
６
．０
０
１５
．８
４
０
．８
１
２
．４
２
５
．８
７
７
．３
６
７
．７
４
６
．７
８
２
．３
７
１
．８
０
９３
．９
１
９１
．２
０

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

０
．０
１
０
．０
４
０
．２
３
０
．０
９
０
．０
３
０
．１
１
０
．１
５
０
．１
５
０
．０
８
０
．２
０
０
．０
３
０
．１
２
０
．０
４
０
．１
０
０
．０
７
０
．１
３
０
．１
０
０
．１
７
０
．１
５
０
．２
８

需
要
構
造
表

（
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

台
湾

韓
国

日
本

米
国

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

８５
９５

フ
ィ
リ
ピ
ン

９３
．８
７
８４
．８
５
０
．１
８
０
．０
７
０
．０
９
０
．０
９
０
．６
４
４
．６
６
０
．４
５
０
．６
６
０
．０
８
０
．０
５
０
．１
３
０
．４
１
０
．１
８
０
．１
９
０
．０
２
０
．３
８
０
．０
１
０
．０
８

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

０
．０
２
０
．７
７
９３
．６
４
９３
．４
５
０
．１
１
０
．１
３
０
．０
４
０
．３
１
１１
．６
５
２
．４
３
０
．０
５
０
．１
５
０
．５
０
０
．５
７
０
．１
５
０
．１
５
０
．４
５
０
．８
８
０
．０
８
０
．０
７

タ
イ

０
．０
５
２
．８
０
０
．０
３
０
．４
３
９７
．２
１
９６
．６
３
０
．０
５
０
．６
４
１
．１
９
３
．１
２
０
．０
２
０
．１
６
０
．１
９
０
．３
４
０
．１
６
０
．６
７
０
．４
２
１
．３
６
０
．０
１
０
．１
７

マ
レ
ー
シ
ア

０
．１
６
０
．５
７
０
．０
８
０
．５
８
０
．３
３
０
．３
０
９５
．６
２
６６
．２
７
１１
．８
７
４
．９
３
０
．０
２
０
．１
２
０
．２
５
０
．３
４
０
．０
９
０
．３
９
０
．４
９
０
．８
５
０
．０
１
０
．４
４

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

０
．０
９
０
．３
６
０
．５
８
１
．６
２
０
．２
３
０
．５
２
１
．３
１
３
．８
５
４７
．３
０
６９
．５
７
０
．１
４
０
．４
８
０
．３
０
０
．４
８
０
．９
５
１
．２
９
０
．２
６
０
．４
９
０
．１
２
０
．２
９

中
国

０
．０
８
０
．１
０
０
．１
８
０
．３
０
０
．１
４
０
．１
４
０
．０
５
０
．５
０
０
．９
１
５
．２
５
９８
．９
５
９３
．６
２
０
．２
７
１
．６
１
０
．０
０
０
．７
２
２
．９
８
０
．４
２
０
．１
８
０
．２
９

台
湾

０
．０
９
０
．８
６
０
．１
６
０
．１
８
０
．０
９
０
．１
２
０
．０
８
０
．８
７
０
．４
０
２
．２
５
０
．０
０
０
．２
２
７９
．９
７
８４
．１
３
０
．１
０
０
．３
９
０
．５
３
０
．８
４
０
．０
５
０
．３
９

韓
国

０
．７
３
０
．９
７
０
．２
０
０
．２
１
０
．２
４
０
．０
７
０
．７
８
０
．４
１
１
．６
４
１
．６
１
０
．０
０
０
．４
２
０
．３
０
０
．２
６
９４
．９
９
８９
．８
１
０
．４
９
０
．５
５
０
．１
４
０
．６
５

日
本

２
．９
７
４
．１
５
３
．２
７
１
．７
８
０
．６
４
０
．９
４
０
．４
９
５
．２
９
２
．２
４
２
．５
５
０
．４
４
２
．２
１
１
．０
０
３
．７
３
０
．６
７
０
．５
５
６５
．９
０
８０
．４
５
０
．９
１
１
．７
０

米
国

１
．９
５
４
．５
７
１
．６
７
１
．３
９
０
．９
３
１
．０
５
０
．９
４
１７
．２
１
２２
．３
６
７
．６
２
０
．２
９
２
．５
６
１７
．０
９
８
．１
３
２
．７
１
５
．８
４
２８
．４
５
１３
．８
０
９８
．５
０
９５
．９
２
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